
長い間、「福祉のつどい」へのご支援・ご協力、

ありがとうございました
長い間、「福祉のつどい」へのご支援・ご協力、

ありがとうございました
「日向市福祉のつどい」 は、２０２０年をもちまして一時休止となります。
　令和２年３月１日（日）に、「日向市福祉のつどい」が開催される予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大防止
のため残念ながら中止となりました。
　昭和６３年度からボランティア連絡協議会が中心となり福祉関係団体の協力のもと始まった「日向市福祉のつど
い」ですが、「ボランティア基金」が当初の目標である４,０００万円に到達したため、２０２０年（令和２年）をもっ
て一時休止することとなりました。
　「ボランティア基金」につきましては、日向市民による豊かなまちづくりを目指す優れたボランティア活動に対す
る助成事業として令和元年１０月より活用しています。
　市民の皆様に長い間親しんでいただいたこと、そして、皆様と一緒に歴史を刻めたことに感謝申し上げます。
長い間、ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 日向市福祉のつどい実行委員会一同
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社会福祉法人　日向市社会福祉協議会

令和２年度「事業運営方針」と「収支予算」について

【令和２年度「事業運営方針」と「重点事業」】

　市民の皆様には、日頃から、社協会員制度や赤い羽根共同募金、歳末たすけあい事業をはじめ、本会

事業の推進にご支援ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

　少子高齢化の進展、雇用や生活環境の変化等により、地域社会を取り巻く生活課題は、複雑多様化し

てきており、社協の使命である「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」を推進し、「地域共生社

会」の実現に向けての取り組みを進めていくことが大きな課題となっております。

　そのため、本年度は、次の４つの運営方針に基づき５つの重点事業を定め、予算編成を行い、各種福

祉事業を推進してまいります。本年度も補助事業や受託事業を堅実に実施するとともに、昨年度設置し

た「令和福祉基金」を活用して、築32年を経過し老朽化した総合福祉センターや駐車場等の施設環境の

整備を行います。また、厳しい財務状況を踏まえ、限られた自主財源と社会資源を効率的、効果的に活

用するために､地域の生活課題や福祉課題の的確な把握に努めながら事業の見直しを図ります。

　新型コロナウイルス感染症の急速な拡大により、市民生活への大きな影響が懸念される中、社協とし

て担うべき役割を再認識し、社協使命の原点に立ち返り、「地域共生社会」の実現に向けて、社協役職

員一同、行政や関係機関、関係団体、そして、市民の皆様と連携・協働を深めながら地域福祉の推進に

取り組んでまいります。

　本年度も引き続き、市民の皆様のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

○社協の使命である「だれもが安心して暮らせる福祉のまちづくり」を推進するために、「地域共生社会の実

現」に向けての取り組みを進めます。 

〇地域包括ケアシステムの深化、推進を図り、誰もが住み慣れた地域でその人らしく安心して暮らせる地域を構

築するために「全世代型、全対象型の包括的な相談支援体制の構築」の取り組みを進めます。

〇安定した財源と予算、人材の確保に努め、効率的・効果的な予算の執行に努めます。

○市民が利用しやすい施設環境の整備と働きやすい職場環境の整備に努めます。

◎重点事業１「生活困窮者自立支援事業」（日向市生活相談・支援センター「心から」事業）【拡充】 

◎重点事業２「生活支援サービス体制構築等推進事業」（生活支援コーディネーター事業）  

◎重点事業３「地域力強化推進事業」

◎重点事業４「認知症地域支援体制構築等推進事業」 

◎重点事業５「日向市総合福祉センター管理運営事業」【拡充】（「令和福祉基金」を活用した施設環境の整備）

■令和２年度「事業運営方針」

■令和２年度「重点事業」

　　厳しい財務状況を踏まえ、自主財源の確保とさらなる経費節減に努め、地域の生活課題や福祉課題の的確な

把握に努めながら事業の見直しを図り、効率的・効果的な社協運営を推進します。

◎「福祉情報発信事業」の見直し　 

◎「マイクロバス運行事業」の運営見直し　

◎「介護保険事業」等の運営見直し 

◎「法人運営事業」と「基金運営事業」の適正化、「自主財源」の確保

■社協運営に係る財務健全化

日向市社会福祉協議会 会長 渡　邊　康　久



金額（円） 構成比（％）前年度比（％） 科　目

33

【令和２年度「収支予算」の概要】
◎令和２年度　当初予算総額　351,870千円（前年度比＋3.3％・11,225千円増）
　（財源内訳）◆補助受託金等　予算額　214,404千円（（前年度比＋0.97％・2,059千円増）
　　　　　　　◆自主財源等　　予算額　137,466千円（（前年度比＋7.14％・9,166千円増）

◎収入の部 ◎支出の部

◎収入の部 ◎支出の部

補助・助成金

委託金

介護保険・障がい給付金

会費・寄付金

その他

繰越金

合　計

55,769,000

158,635,000

41,031,000

10,434,000

65,982,000

20,019,000

351,870,000

15.8

45.1

11.7

3.0

18.7

5.7

100.0

△2.8

2.3

△12.3

△2.1

14.2

53.0

3.3

人件費

事務事業費

助成金

繰出金

その他

合　計

238,124,000

74,719,000

6,828,000

20,019,000

12,180,000

351,870,000

67.7

21.2

1.9

5.7

3.5

100.0

△2.1

12.2

18.3

53.0

1.6

3.3

繰越金
20,019,000
5.7％

繰出金
20,019,000
5.7％

助成金
6,828,000
1.9％

補助・助成金
55,769,000
15.8％

１．日向市生活相談・支援センター「心から」事業
　　日向市生活相談・支援センター「心から」におい
て、地域生活自立支援事業を実施し、地域生活自立
困窮者（地域で自立した生活を送ることが困難な個
人や世帯）に対して、総合相談体制の強化を図り、
自立した生活を送るために必要な支援を、関係機関
と連携しながら展開していきます。

【重点事業説明】※主な業務内容を記載

２．生活支援サービス体制構築等推進事業
　　日常生活圏域ごとに６名の生活支援コーディネー
ターを配置し、専門職による地域ケア会議やコーデ
ィネーターが企画する圏域ごとのケア会議を通して、
個別課題や地域課題の把握に努め、地域資源を活用
し解決するため関係者間での情報共有を行うなど多
様な主体による生活支援サービス構築に向け、事業
を展開していきます。

３．地域力強化推進事業
　　日向市内の各地域を担当する地域力強化推進コー
ディネーター（専従者２名）、地域福祉コーディネ
ーター(地域担当社協職員２０名)を配置し、個を支
える地域をつくる援助を軸に、個別支援、地域支援
担当者と連動して、地域における各領域の地域課題
を横断的に対応・支援するために、地域の活動基盤
整備・強化をしていきます。

４．認知症地域支援体制構築等推進事業
　　福祉（Ｆ）、医療（Ｉ）、地域（Ｔ）の連携によ
る（ＦＩＴ構想）のもと、認知症の人やその家族・
支援者が地域社会とつながりを持ち、認知症があっ
ても住み慣れた地域で自分らしい人生を送ることが
できる持続可能な社会（地域）づくりに向け、当事
者をはじめとする関係者と連携しながら事業を推進
していきます。

その他
12,180,000
3.5％

委託金
158,635,000
45.1％

人件費
238,124,000
67.7％

介護保険・障がい給付金
41,031,000
11.7％

会費・寄付金
10,434,000
3,0％

事務事業費
74,719,000
21,2％

その他
65,982,000
18.7％

科　目 構成比（％）前年度比（％）金額（円）



百
歳
体
操
川
柳

44

◇ 大　賞
　 東草場区 福島金子 氏

　「百体で　鍛えて孫にゃ　負けられん」

◇ 優秀賞
　 切島山２区 夏井美津子 氏

　「我がためと　気合で通う　百歳体操」

 　八重原区　奈須廣行 氏

　「今日も行く　負けるもんかよ　わけもんに」

◇ ユーモア大賞
　下原町区 若田米一 氏

　「百体で　おなかの具合　いいでガス」

◇ 佳　作
　高砂区 渡辺輝子 氏
 「夫（つま）誘う　百歳体操　デート日だ」

　花ヶ丘区 児玉由美子 氏
 「体操の　仲間とランチ　声はずむ」

　吉野川区 松田圭司 氏
 「百歳体操　君の笑顔に　惚れなおし」

　往還区 河野政志 氏
 「百体で　ジジババ元気で　孫うれし」

　切島山１区  松田千幸 氏
 「体操と　話して笑って　悩みとび」

　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、各自治公民館等
で実施いただいています「百歳体操」につきましては、
２月～３月にかけて中止の案内をしていましたが、再開
許可の連絡をしています。しかしながら、全国的にまだ
まだ不安な状況が続いています。
　実施団体の多くが各自治公民館単位での運営となって
いることから、実施団体と各区で協議を行った上で再開
をお願いしたいと思います。
　また、再開される地区につきましては、「換気」や
「手洗い」「手指消毒」「マスク着用」等の感染予防の
徹底を図った上で運営いただき、慎重な対応をお願いい
たします。　　　

　日向市では高齢者の運動器機能向上を目的に
百歳体操を推進しています。介護予防の大切さ
を広く市民に周知し、高齢者の健康づくりの関
心を高めることを目的に、毎年いきいき百歳体
操推進大会にあわせ、健康・介護予防・百歳体
操を題材とした川柳作品を募集しています。
　１５１作品の応募の中から、健康づくり川柳
審査委員会にて審査を行った結果、次の方が受
賞されました。

切島山１区 山口京子 氏
 「また来週　１００歳体操の　合言葉」

比良区 浅野カズ子 氏
 「百歳体操　幸せくれる　杖となり」

梶木区 植田道雄 氏
 「腰も伸び　友だち増える　百歳体操」

庄手区 黒木高幸 氏
 「若なったね　その声嬉し　体操日」

八重原区 奈須ツギエ 氏
 「若さ追い　ステップまちがえ　笑いジワ」

［百歳体操に関する問合せ先］
　地域福祉課地域支援係　　担当：梅田大介
　　　　　　　　　　 　 　      

川柳大賞 福島金子 氏

第２回日向市いきいき百歳体操

健康づくり川柳受賞作品報告

「百歳体操」運営についてのお願い
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令和２年度日向市ボランティア基金助成事業の申請について（ご案内）

令和２年度 日向市ボランティア基金助成事業の概要

［お問合せ先］　　日向市ボランティア・市民活動センター　担当：徳丸由美
TEL　52-2572　FAX　52-9562

　「日向市ボランティア基金」は、主に昭和６３年に始まった「福祉のつどい」の収益金が積み

立てられ、平成１６年１月に、「福祉のつどい実行委員会」より指定寄付がなされ、本会におい

て「日向市ボランティア基金設置規程」と「日向市ボランティア基金運営委員会規程」を制定し、

管理運営を行ってまいりました。

　設置規程に規定する目標額４千万円に、平成２８年度に到達したことを契機に、これまで基金

造成に関わった多くの個人や団体の意向を踏まえ、基金の目的や使いみち、今後の運用方法につ

いて検討してまいりました。

　令和元年９月１９日に「日向市ボランティア基金助成事業実施要綱」を制定し、理事会での承

認のもと、以下のとおり助成対象事業を定めましたので、ボランティア活動時の助成金としてご

活用ください。詳細については、ボランティアセンター担当までお問い合わせください。

（１）ボランティア活動費助成事業（普及啓発及び広報、育成、研修事業）
　　　採択事業数４件、令和２年度予算額４０万円
（２）ボランティア活動拠点整備事業
　　　採択事業数２件、令和２年度予算額２０万円
（３）災害救援ボランティア活動事業　
　　　宮崎県内50人、宮崎県外25人、令和２年度予算額１０万円

〇対象事業（１）（２）
　　対象事業実施に必要な経費のうち、一事業当たり１０万円が限度。
〇対象事業（３）
　　助成金額の１人あたり１回の額は次のとおり。
　　　活 動 地　　　助成金額
　　　宮崎県内　⇨　１，０００円／人・回
　　　宮崎県外　⇨　２，０００円／人・回

〇対象事業（１）（２）：令和２年５月１１日～令和２年５月２２日
〇対象事業（３）：令和２年４月１日～令和３年３月３１日

〇対象事業（１）（２）：令和２年５月２７日（案）
〇対象事業（３）：委員会審査なし

〇対象事業（１）（２）　令和２年６月５日～令和３年３月２３日
〇対象事業（３）　令和２年４月１日～令和３年３月３１日

〇対象事業（１）（２）　事業計画書、収支予算書等
〇対象事業（３）　災害ボランティア活動証明書

令和２年６月１日（予定）の社協理事会で決定

　日向市内を拠点としてボランティア活動をする団体及びその構成員、
または日向市内在住者とする。

　　助成金交付を受けた団体等は、助成金の対象となった事業終了後、
　実績報告書の提出が必要です。

対 象 事 業

申 請 対 象 者

助 成 額

申 請 期 間

委 員 会 審 査
（ヒアリング）

交 付 決 定

実施対象期間

申 請 手 続 き

実 績 報 告
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　日向市社会福祉協議会では、低所得世帯や障がい者世帯等に対して、生活費等の必要な資金の貸付を行う
「生活福祉資金貸付制度」を実施しています。（県社協からの委託を受け、相談窓口業務を担っています。）
　当制度において、今般の新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入減少や失業等により生活に困窮し、
日常生活の維持が困難となっている世帯に向け、特例の貸付を行っています。
　具体的な内容は以下のとおりです。

■借入相談時には、新型コロナウイルス感染症による減収や失業等の状況を確認させていただきます。
　 ※減収前後の給与明細、預金通帳、離職票等により確認を行います。

■借入申込時には、住民票の提出が必要になります。
　 ※世帯全員分の世帯主、続柄、本籍地、筆頭者が記載されているもの。
　　世帯分離をされている場合でも、同住居にお住いの方全員分の提出をお願いする場合があります。

■以下の場合は貸付対象外となります。ご了承ください。
　　□生活保護受給中の世帯　　　　□申請書及び申立書の記載内容が事実と異なる場合
　　□本特例による貸付をすでに県内及び他都道府県で受けている世帯
　　□本会での聞き取りや宮崎県社会福祉協議会の審査により貸付不適当と判断される場合
　　※その他、自営業の運営資金、債務整理等の予納金への貸付も対象外としています。

新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業で、生活資金でお悩みの皆様へ

一時的な生活資金の緊急貸付に関するご案内

緊急小口資金

貸付相談の流れ

［お願い］

日向市
社会福祉協議会

現在、相談が大変混み合っており、予約制にて対応させていただいております。
本貸付に対するお問い合わせも含め、事前に下記連絡先までご連絡ください。
日向市生活相談支援センター心から　　ＴＥＬ：５２－１０１０

主に休業された方向け

■対象者
　新型コロナウイルスの影響を受け、休業等
により収入の減少があり、緊急かつ一時的な
生計維持のための貸付を必要とする世帯

■貸付上限額
・学校等の休業、個人事業主等の
　特例の場合　　20万円　
・その他の場合　10万円

■貸付利子・保証人
　無利子・保証人不要

■据置期間
１年以内

■償還期限
２年以内

申込相談

総合支援資金 主に失業された方向け

■対象者
　新型コロナウイルスの影響を受け、収入の
減少や失業等により生活に困窮し、日常生活
の維持が困難となっている世帯

■貸付上限額
・（世帯2人以上）　月20万円以内
・（単身）　　　　　月15万円以内
原則3か月以内を限度に、必要額を貸付します。

■貸付利子・保証人
　無利子・保証人不要

※原則、生活再建まで本会による継続的な支援を受けることが
　要件となります。

■据置期間
１年以内

■償還期限
１０年以内

宮崎県
社会福祉協議会

申請書送付

相談支援
※面談による聞き取り、必要に応じて継続支援

貸付決定・送金

お
悩
み
の
方

審査
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指定管理者として日向市から管理を受託して、事業運営を行っています。管 ととししてて日向市からら管 をを受託ししてて、、事 営を行っってていいますをて かから て 運運営営をを行 て定 向定 営 す指定管理者として日向市から管理を受託して、事業運営を行っています。指定管理者として日向市から管理を受託して、事業運営を行っています。

：52-8443

：66-1177

日知屋児童センター
ひ　ち　やじどうせんたー

日知屋児童センター

日知屋児童センター・大王谷児童館合同行事　日知屋児童センター・大王谷児童館合同行事　

☆スポーツが得意な君はもちろん、苦手な
君も絶対楽しめちゃう！！君も、人気急
上昇中のラグビーのおもしろさを体験し
よう！！

『スポーツ教室』（小学生対象）

☆「火遊びは絶対にしません！」
　火事を起こさないために気を付けることを学習します。
　もしも火事に遭遇した時に自分の身を守るための避難訓練を
します。
　時　間　１５：３０～１６：３０

『安全教室（避難訓練）』（小学生・幼児親子対象）

『親子でわくわくレクリエーション』の中止について

６月２７日（土）

５月１１日（月）

☆子どもはもちろん、大人もはまる！！手作り木の
オモチャが大集合！！虫採りに魚釣り、射的にホ
ッケー、パズルなど種類もさまざま！！きっと、
時間を忘れて夢中になりますよ♪
　時　　間　１４：００～１５：３０
　場　　所　日知屋児童センター遊戯室
　定　　員　４０名

『もくもくオモチャ広場』（小学生・幼児親子対象）

５月３０日（土） ☆Fun a roomの先生が基本から教えてくださ
います。春の風に癒されながら、あらゆる凝
りをほぐしましょう♡
　時　　間　１０：１０～１１：３０　
　定　　員　２０組
　場　　所　日知屋児童センター
　持ってくるもの
　・ヨガマット（無ければ厚めのバスタオル）
　・水筒　　
※運動できる服装でお越しください。
※お子さんの持ち物には名前を明記してください。
※いずれも無料で参加できます。
　必ず事前にお問い合わせください！

　　５月１６日（土）に予定しておりました『親子でわくわくレクリエーション』は新型コロナウイ
ルス感染拡大防止措置に伴い、『中止』となりました。楽しみにされていた方につきましては、大
変申し訳ありませんが、何卒ご理解いただきますようお願いいたします。

　※今後、県内・市内での発生により、開設状況も変更になる可能性があります。
　　ご理解のほどよろしくお願いいたします。

『癒しのヨガ』（幼児親子対象）

６月５日（金）ひ　ち　やじどうせんたー

大王谷児童館
だいおうだにじどうかん

大王谷児童館
だいおうだにじどうかん

大王谷児童館
だいおうだにじどうかん

時　　間　　　９：２０～１２：００　　
場　　所　　　日向市体育センター
定　　員　　　１０名
　　　　　　　（市内の児童クラブも参加します）
服　　装　　　体操服・体育館シューズ
持ってくるもの　水筒・タオル
締　　切　　　６月１３日（土）
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令和２年３月分〈香典返し〉敬称略

香典返し・一般寄付ありがとうございました。

喪　主（または寄付者） 故　　人 地 区
是 則 輝 嘉
田 中 妙 子
吉 田 保 美
三 木 恭 子
黒 木 辰 弥
壹 岐 秋 𠮷
黒 木 美智代
安 藤 勝 子
川 﨑 峯 伊
岡 部 恵美子
黒 木 　 栄
大 橋 明 美
椎 葉 正 八
河 野 淳 彦
浦 　 正 洋

是 則 民 由
田 中 　 守
吉 田 マチ子
三 木 輝 裕
黒 木 スミエ
壹 岐 久 子
北 島 純 夫
安 藤 　 隆
川 﨑 竜 哉
岡 部 博 一
黒 木 政 孝
大 橋 政 美
木 下 絹 子
河 野 俊 彦
浦 　 和 子

余 瀬
越 表
往 還
亀 崎 中
不 動 寺
山 下
向 洋 台
高 松
大 王 谷
小 野 田
曽 根
庄 手 向
往 還
松 原
切島山２

社協活動日記　社協活動日記　

Eメールアドレス　hyuga207@eagle.ocn.ne.jp

亀崎セラピスト一同
氏 名・団 体 名 金　額

令和２年３月分〈一般寄付金〉敬称略　　　

河　野　淳　彦 松　原 衣　類
氏　　名 地　区 物　品

令和２年３月分〈物品寄贈寄付者〉敬称略　　　　　

金一封

職　　種 業　務　内　容

業　務　内　容代　替　従　事

配食サービス事業
調理員

介護支援専門員
（ケアマネージャー）

訪問介護員
（非常勤ヘルパー）

放課後児童支援員補助
（代替員※１）

放課後児童支援員

市内の登録された高齢者宅へ昼・
夜の２回、お弁当を調理し、配達
します。配達時には声かけによる
安否確認や食器の回収を行います。

要介護者の心身の状況等に応じて、
各種サービス事業者との連絡調整、
介護サービス計画（ケアプラン）
の作成業務を行います。

放課後児童クラブにおいて、放課
後の児童の見守りや遊びの指導・
健全育成に従事します。

放課後児童クラブにおいて、放課
後児童支援員の指示にしたがって
業務補助を行います。

利用者様のご自宅へ訪問し、身体
介護や生活援助を行います。

　３月に大学を卒業し、社協職員としての１
か月が経過しました。
　この１か月の間に、地域においては、新型
コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、
多くの地域活動や事業が自粛、中止となって
います。これまでにない不安と、「社協職員と
して何ができるのか？」と問い続けた１か月
でした。
　新人の私は、最初、周りの反応を気にして
しまい、自分の想いを伝えることや想いを行
動に移し、カタチにすることができていなか
ったと思います。このような自分に対して、悔
しさや不甲斐なさを感じることもありました。
　この経験から、「自分が思い描く結果を導
くために考え続けること」、「どんな状況でも
私らしく行動すること」を忘れずに、ひたむ
きに取り組む姿勢が大切であることを学びま
した。
　社会人になったばかりの私にとって、今は
毎日が学びです。これからも熱い想いを絶や
さずに頑張っていきます。
　　　　　地域福祉課　地域支援係　加藤正憲
　　　　　　

　日向市社会福祉協議会では、以下の職種について求人を行
っています。
地域福祉を推進する社協で、一緒に働きませんか？

　ハローワークの求人に応募し、紹介状と写真添付の履歴書
を提出してください。後日、面接日程を通知します。（※１
は直接社協へ）詳細は総務課総務係までお気軽にお問い合わ
せください。

本会広報誌「社協だより　ハートフル」の
発行回数の見直しについて
　
　本会では、各世帯や企業、そして市民の皆様からご協力い
ただいている「社協会員制度」による社協会費等を原資とし
て、市民へ地域福祉情報の発信を目的に広報誌「社協だよ
り」を毎月発行してまいりました。
　社協運営の厳しい財務状況や会費収入の減少、県内社協の
発行状況等を考慮し、本年度から発行回数を「年１２回」か
ら「年６回」に見直しをさせていただくこととなりました。
　今後、奇数月に発行させていただくことになりますが、見
直しにあたっては、掲載内容を工夫し、限られた条件の中で
も充実した広報誌の発行に取り組んでまいります。
　なお、引き続きホームページやフェイスブックを活用し、
情報量不足を補うとともに新鮮な情報を発信してまいります。
　ご理解賜りますようお願いいたします。

　　　　　　　〔問合せ先〕事務局次長兼総務課長 黒木 悟

募集！求人情報募集！求人情報


